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5月10日に田植えをしました。
今年は息子も一緒に作業し、天候にも恵まれ
良いスタートとなりました。
＜田植え迄の作業状況＞
・4月3日 海藻肥料(カイスター) 散布
・4月4日 田起こし(耕運作業)
・4月27日 荒代掻き
・5月7日 植代掻き
また30日には、一回目の草刈りを完了しました。
これから梅雨の季節になりますが、しっかりと
管理していきます。秋には、美味しいお米を
お届けできる様に頑張ります。

水田オーナーズクラブ 鳥取県日野郡日南町生山402-7 www.suiden.jp

4月〜5月の作業内容

冬の間に水路に溜まった泥や

枯葉等をかき出し掃除をしま

す。田んぼに綺麗な水を入れ

るためにこの作業を行って水

路を確保します。

1. 井出さらい

すでに成長した苗を購入する

こともできますが基本苗作り

から行っています。病気にな

りにくいお米を育てるにも強

い苗を作ることが第1歩だから

です。非常に重要な作業です。

2. 育苗

冬の間に硬くなった土をトラ

クターで耕すことを荒起こし

といい、水田オーナーズクラ

ブのお米の特徴である有機海

藻肥料もまきます。基本の土

作りをしっかり行います。

3. 田起こし

育苗（いくびょう）

田植え日から逆算して平均20

日ほど育てた苗を田植え機を

使って水田に植えてきます。

機械が入らない場所は手植え

をして完成させます。

4. 代掻き 5. 田植え

代掻き（しろかき）

水を張って土をさらに細かく

し、苗を植えやすい柔らかい

泥を作ります。さらに土を平

らにならすことで苗を植えた

あと水のいきわたりが均等に

なるように調整します。 田植え

エースファーム

オーナー 株式会社エース

水田面積 15.5アール

保証量 玄米698kg

形態・品種 特別栽培コシヒカリ

ブランド 「海」

Co2回収 約1550kg


